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は
じ
め
に
―
―
「
ホ
ー
ム
」
の
再
考

数
世
代
に
わ
た
っ
て
本
国
を
離
れ
て
い
た
人
々
が
一
度
も
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
土
地
を
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
「
ホ
ー

ム
」（
故
郷
）
と
捉
え
る
の
か
（
あ
る
い
は
捉
え
な
い
の
か
）。
こ
の

場
合
、
郷
愁
の
対
象
が
帰
還
先
（
本
国
）
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
か

つ
て
の
移
住
先
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。「
ホ
ー
ム
」
と
は
そ
の
人
個

人
の
出
身
地
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
民
族
の
先
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
人

の
出
身
地
で
あ
っ
た
り
す
る
必
然
性
は
な
い
。
重
要
な
の
は
故
地
と

の
結
び
つ
き
に
対
す
る
記
憶
や
信
仰
で
あ
り
、
と
き
に
そ
れ
は
戦
略

性
を
も
帯
び
る
。

近
年
、
国
際
的
な
人
口
移
動
を
対
象
と
し
た
文
化
人
類
学
的
な
調

査
・
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
移
住
し
た
人
々
が
出
身
国
に
戻
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
帰
還
移
民
を
対
象
と
し
た
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（Long and O

xfeld 2004 ; T
suda 2009 ; 

大
川 

二
〇
一

〇
）。
そ
こ
で
は
、
出
身
国
に
戻
る
人
々
の
多
元
的
な
経
験
が
帰
還

移
民
（return m

igration

）
や
循
環
移
民
（circular m

igration

）、

帰
郷
（hom

ecom
ing

）
と
い
っ
た
異
な
る
含
意
を
持
つ
用
語
に
よ

り
分
析
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
多
く
の
研
究
は
、
帰
国
（
帰
還
）
と
は

一
方
向
的
か
つ
完
結
的
な
概
念
で
あ
る
と
理
解
し
、
移
民
に
と
っ
て

の
祖
国
や
故
郷
が
持
つ
意
味
を
単
純
化
し
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
っ
た

（Gm
elch 1980

）。
し
た
が
っ
て
、「
帰
還
」
と
は
単
に
移
民
が
出
身

国
に
戻
る
だ
け
で
な
く
、
頻
繁
な
往
復
や
第
三
国
へ
の
再
移
住
、
出

身
地
と
同
時
に
移
住
先
も
「
ホ
ー
ム
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う

多
元
的
な
故
郷
認
識
と
い
っ
た
問
題
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
が
十
分

に
議
論
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

特
集
２ 
「
三
つ
の
祖
国
」
に
生
き
る
越
境
者

中
国
系
移
民
の
複
合
的
な「
ホ
ー
ム
」

―
―
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
帰
国
華
僑
女
性
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
事
例
と
し
て＊

１

奈
倉
京
子
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他
方
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究

で
は
、
複
数
の
国
家
を
頻
繁
に
往
復
す
る
人
々
を
考
察
の
対
象
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
境
を
越
え
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
脱
領
土
的
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
）
を
過
度
に
重
視
す
る
傾
向

が
あ
る
（O

ng and N
onini 1997 ; O

ng 1999 ; T
suda 2009

）。

た
と
え
ば
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
研
究
す
る
ツ
ダ
・
タ
ケ
ユ
キ

（T
suda

）
は
、「
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
帰
還
移
民
は
、
移
民
受
け
入
れ
国

と
輩
出
国
の
双
方
に
つ
な
が
り
を
も
つ
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
生
き
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
的
な
移
民
と
異
な

り
、
国
境
を
越
え
て
結
び
つ
く
こ
と
は
、
二
つ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド

（
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
出
生
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
）
の
間
で

構
築
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（T

suda 2009: 9
）。

だ
が
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
で
は
、
か
つ
て
の
「
祖
国
」（
祖
先
の

出
身
地
で
あ
る
が
そ
こ
で
の
生
活
経
験
が
な
い
）
に
戻
っ
た
移
民
た

ち
が
、
絶
え
ず
自
己
認
識
を
問
い
直
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
か
つ
て

の
移
民
先
を
自
己
の
故
郷
と
し
て
改
め
て
認
識
し
た
り
、
ど
こ
に
も

故
郷
を
見
出
し
て
い
な
か
っ
た
り
、「
二
つ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
以

外
の
場
所
（
時
に
は
創
造
さ
れ
た
場
所
）
に
「
故
郷
」
を
見
出
し
て

い
る
よ
う
な
現
象
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う

な
反
省
を
踏
ま
え
、
人
類
学
的
視
座
か
ら
移
民
の
故
郷
認
識
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
研
究
を
参
照
し
た
い
。
た
と
え
ば
市
川
哲
は
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
に
と
っ
て
の
移
民
母
村
と
移
民
先

と
の
関
係
を
、
中
国
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
い
う
三
地
域
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
華
人
の
故
郷
認
識

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
現
在
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
居
住
す
る
海
外
華
人
に
と
っ
て
、
祖
先
の
出
身
地
と
し
て

の
「
ホ
ー
ム
」
中
国
は
、「
間
接
的
な
経
験
」
に
基
づ
く
文
化
的
・

民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
対
象
と
し
て
重
要
性
を
持
つ
が
、
実

際
に
は
「
直
接
的
な
経
験
」
に
基
づ
く
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
が
現
実

的
な
ホ
ー
ム
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
市
川 

二
〇
〇
九
）。

さ
ら
に
、
確
固
と
し
た
ホ
ー
ム
を
ど
こ
に
も
見
出
せ
な
い
帰
還
移

民
が
独
自
の
組
織
を
作
り
、「
ホ
ー
ム
」
の
代
替
の
場
を
創
造
し
て

い
く
事
例
に
つ
い
て
人
類
学
的
考
察
を
行
っ
た
研
究
に
も
注
目
し
た

い
。
た
と
え
ば
、
足
立
綾
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
ピ
エ
・
ノ
ワ
ー
ル
」

（「
黒
い
足
」
を
意
味
す
る
、
仏
領
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
帰
り
の
引
揚
者
た
ち

を
指
す
俗
称
。
公
称
は
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
の
引
揚
者
」
を
意
味
す

る
「
ラ
パ
ト
リ
エ
・
ダ
ル
ジ
ェ
リles rapatriés d

�Algérie

」）
を
対

象
に
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
出
身
地
域
や
出
身
校
、
職
業
を
同
じ

く
す
る
人
々
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
で
き
た
友
の
会

や
、
各
地
に
離
散
し
た
「
同
胞
」
た
ち
の
連
帯
を
改
め
て
深
め
る
た

め
の
文
化
団
体
の
「
セ
ル
ク
ル
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
ニ
ス
ト
」（
セ
ル

ク
ル
）
と
い
っ
た
組
織
的
な
活
動
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
セ
ル
ク
ル
の
活
動
は
、
記
憶
を
継
承
す
る
場
、
失
わ
れ
た

ホ
ー
ム
を
代
替
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
存
在
意
義
が
あ
る

（
足
立 

二
〇
一
二
：
六
三
―
八
六
）。



201 中国系移民の複合的な「ホーム」

こ
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
に
代
わ
る
場
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
移
民
の

試
み
は
中
国
系
移
民
に
も
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
帰
国
華
僑
が
時
間

と
空
間
を
共
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
場
）
で
あ
る
「
帰
国
華
僑
の

家
」
を
事
例
と
し
、
そ
こ
で
帰
国
華
僑
と
し
て
の
特
異
性
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
生
産
さ
せ
て
い
く
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

し
て
個
人
や
家
族
レ
ベ
ル
の
記
憶
・
経
験
や
、
個
別
の
行
き
来
を
中

核
と
し
て
構
成
さ
れ
る
社
会
関
係
を
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
帰
国
華
僑
の
家
」
の
場
の
意
義
と
機
能
を
示
し
、
そ
れ
に
よ

り
帰
国
華
僑
の
多
元
的
か
つ
動
態
的
な
「
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て
考
察

し
た
。「
帰
国
華
僑
の
家
」
は
、
帰
国
華
僑
の
居
場
所
・
拠
り
所
の

不
安
定
さ
故
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
定
し
た
、
永
久

的
な
居
場
所
を
「
ホ
ー
ム
」
と
す
る
と
、
中
国
か
元
移
住
先
国
か
と

い
っ
た
国
家
レ
ベ
ル
に
せ
よ
、
地
元
の
人
々
と
の
関
係
や
文
化
の
相

違
な
ど
に
係
る
社
会
・
文
化
レ
ベ
ル
に
せ
よ
、
確
固
た
る
「
ホ
ー

ム
」
を
見
い
だ
せ
な
い
帰
国
華
僑
は
、「
帰
国
華
僑
の
家
」
を
あ
る

種
「
ホ
ー
ム
」
の
一
つ
と
し
て
代
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
奈

倉 

二
〇
一
一
）。
つ
ま
り
、
特
定
の
土
地
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て

は
確
固
と
し
た
ホ
ー
ム
を
見
い
だ
せ
な
い
が
、
そ
れ
故
に
つ
な
が
り

の
結
集
し
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
な
「
ホ
ー
ム
」
を
創
造
で
き
る
積

極
的
な
側
面
も
あ
る
。

ま
た
、
脱
領
域
的
な
移
動
が
、
必
ず
し
も
国
境
を
無
効
化
す
る
と

は
限
ら
ず
、
実
際
の
居
住
地
や
移
民
先
の
政
治
状
況
や
社
会
的
・
文

化
的
背
景
と
い
っ
た
地
域
的
特
徴
か
ら
多
大
な
制
限
を
受
け
る
こ
と

も
無
視
で
き
な
い
（
飯
島
・
大
野 

二
〇
一
〇 ; 

蘭 

二
〇
〇
六
）。
た

と
え
ば
、
中
国
残
留
孤
児
の
日
本
へ
の
引
き
揚
げ
に
つ
い
て
研
究
し

た
蘭
信
三
は
、「
単
に
望
郷
で
祖
国
に
帰
国
す
る
だ
け
で
な
く
、
日

中
関
係
の
変
化
、
日
中
両
社
会
の
変
化
、
さ
ら
に
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス

の
変
化
の
中
で
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
蘭 

二

〇
〇
六
：
八
）。
こ
れ
は
移
民
を
取
り
巻
く
マ
ク
ロ
な
国
際
社
会
の

状
況
に
も
目
を
向
け
る
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
、
本
研
究
は
、
あ
る
特
定
の
土
地
に
所

属
意
識
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
土
地
と
所
属
意
識
の
結
び
つ

き
か
ら
抜
け
落
ち
る
人
の
「
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
射

程
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
ホ
ー
ム
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
意
図

に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
用
い
る
「
ホ
ー
ム
」
は
、

当
事
者
の
望
郷
の
念
や
安
住
の
地
と
い
っ
た
精
神
的
拠
り
所
と
し
て

の
「
故
郷
」・
帰
属
意
識
を
表
す
こ
と
も
あ
り
、
当
事
者
自
身
の
直

接
的
な
生
活
経
験
を
伴
わ
な
い
祖
先
の
出
身
地
と
し
て
の
「
故
地
」

「
祖
地
」
を
表
す
場
合
も
あ
る
。
国
家
を
基
準
と
す
る
場
合
は
、
こ

れ
は
本
特
集
の
リ
ー
ド
文
で
提
示
さ
れ
て
い
る
「
祖
国
」
と
い
う
概

念
に
な
る
が
、
根
本
的
に
同
じ
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
即
ち
、

「
祖
国
」
も
「
ホ
ー
ム
」
も
、
移
民
と
国
民
国
家
と
の
関
係
は
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
移
民
が
あ
る
国
民
国
家
に
帰

属
意
識
を
も
つ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
周
囲
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
の
中
で
、
移
民
が
個
人
と
し
て
絶
え
ず
自
己

の
拠
り
所
（
あ
る
い
は
自
分
の
存
在
意
義
）
を
問
い
直
し
続
け
、
そ
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れ
ぞ
れ
の
場
面
で
「
場
所
」（
生
き
方
）
を
選
び
取
る
側
面
に
注
目

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
移
民
個
人
の
経
験
の
な
か
で
、
国
家
は
自

己
と
の
結
び
つ
き
の
対
象
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る＊

２

。

こ
の
よ
う
な
眼
差
し
か
ら
、
本
稿
で
は
、
帰
国
華
僑
の
ラ
イ
フ
ヒ

ス
ト
リ
ー
の
収
集
と
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
中
国
―
移
住
先
の

二
国
間
関
係
に
留
ま
ら
な
い
複
数
地
点
を
結
ぶ
こ
と
で
形
成
さ
れ
る

空
間
に
生
き
る
人
々
の
「
ホ
ー
ム
」
の
意
味
を
問
い
直
す
。
ま
だ
見

ぬ
祖
先
の
出
身
地
を
懐
か
し
む
こ
と
や
「
間
接
的
経
験
」
に
基
づ
く

漠
然
と
し
た
故
郷
認
識
を
抱
く
こ
と
、
な
ら
び
に
代
替
と
し
て
の

「
ホ
ー
ム
」
の
意
義
を
問
う
と
い
っ
た
想
像
レ
ベ
ル
で
の
故
郷
意
識

の
考
察
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
中
国
系
移
民
（
帰
国
華
僑
）
に
と
っ

て
の
「
ホ
ー
ム
」
が
、
中
国
政
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
移
住
先
で
の

現
地
化
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
中
国
の
政
治
動
乱
、
改

革
・
開
放
後
の
経
済
発
展
、
と
い
っ
た
多
様
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
中
で

絶
え
ず
意
味
づ
け
な
お
さ
れ
る
流
動
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
あ

る
特
定
の
個
人
、
Ｘ
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
焦
点
を
当
て
、
彼
女
ら
の

生
活
世
界
か
ら
実
証
的
に
切
り
込
む
こ
と
に
よ
り
に
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
。
Ｘ
さ
ん
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
生
ま
れ
故
郷
の
オ
テ
ィ
エ

ゴ
ン
〈O

thegon

〉）、
中
国
（
江
西
省
の
撫
州
と
福
建
省
の
厦
門
）
と

い
っ
た
移
住
先
国
と
「
祖
国
」
の
双
方
の
複
数
地
点
に
お
け
る
生
活

経
験
を
も
つ
。
彼
女
の
実
体
験
の
聞
き
取
り
か
ら
「
ホ
ー
ム
」
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
み
た
い
。

Ⅰ
Ｘ
さ
ん
の
歩
み
と
越
境
す
る
家
族

二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
一
日
。
筆
者
は
福
建
省
厦
門
市
思
明
区
に

あ
る
「
思
明
区
僑
聯
セ
ン
タ
ー
」
で
清
掃
や
接
客
の
仕
事
を
し
て
い

た
Ｘ
さ
ん
（
一
九
五
三
年
生
ま
れ
）
と
初
め
て
出
会
っ
た
。「
思
明

区
僑
聯
セ
ン
タ
ー
」
は
、
思
明
区
に
居
住
す
る
帰
国
華
僑
が
活
動
を

行
っ
た
り
、
帰
国
華
僑
聯
合
会
の
幹
部
等
が
会
議
や
親
睦
会
を
行
っ

た
り
す
る
た
め
に
帰
国
華
僑
聯
合
会＊

３

に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
場
所
で

あ
る
。
そ
の
日
、
厦
門
市
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
帰
国
華
僑
聯
誼
会＊

４

の
一
部

の
人
た
ち
が
そ
こ
に
集
ま
り
、
社
交
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
。
筆

者
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
帰
国
華
僑
の
Ｘ
さ
ん
の
誘
い
を
受
け
て
そ
こ
に

い
た
。
筆
者
は
Ｘ
さ
ん
と
出
会
っ
た
当
時
、
厦
門
大
学
の
寮
に
住
ん

で
い
た
。
大
学
か
ら
「
思
明
区
僑
聯
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
は
バ
ス
で
約

一
〇
分
の
た
め
行
き
や
す
く
、
し
ば
し
ば
彼
女
を
訪
ね
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
三
月
に
筆
者
が
日
本
へ
帰
国
し
て
か
ら
も
互

い
に
連
絡
を
取
り
続
け
、
毎
年
一
回
は
厦
門
を
訪
れ
て
近
況
を
報
告

し
合
っ
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
一
二
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、

Ｘ
さ
ん
と
と
も
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
訪
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
生
活
す
る

彼
女
の
親
戚
や
同
級
生
を
訪
問
し
た
。
本
稿
で
用
い
る
Ｘ
さ
ん
の
ラ

イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
継
続
的
な
関
係

の
中
で
得
ら
れ
た
聞
き
取
り
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
取
り
あ
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げ
る
彼
女
の
語
り
の
デ
ー
タ
は
、
事
前
に
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

取
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
な
会
話
の
流
れ

の
中
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｘ
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
、
表
１
に
整
理
し
た
通
り
で
あ

る
。
Ｘ
さ
ん
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
と
い
う
小
さ
な
町
で

生
ま
れ
、
中
学
時
代
の
後
半
ま
で
そ
こ
で
過
ご
し
た
。
姉
が
二
人
、

妹
が
一
人
、
弟
が
二
人
い
る
。
一
九
六
九
年
、
ま
ず
Ｘ
さ
ん
と
姉
が

帰
国
し
、
そ
の
後
、
両
親
と
弟
が
帰
国
し
た
。
現
在
、
両
親
は
他

界
、
姉
の
一
人
は
香
港
、
も
う
一
人
は
福
建
常
山
華
僑
農
場
、
弟
二

人
は
福
建
に
い
る
。
Ｘ
さ
ん
は
一
九
七
八
年
に
靴
下
製
造
工
場
の
同

僚
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
タ
ウ
ン
グ
ー
）
か
ら
帰
国
し
た
男
性
（
一
九
五

四
年
生
ま
れ
）
と
結
婚
し
、
一
男
一
女
を
も
う
け
た
。
上
の
娘
は
結

婚
し
、
広
東
省
深
圳
で
生
活
を
し
て
い
る
。
下
の
息
子
は
北
京
の
大

学
院
在
学
中
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
帰
国
し
て
博
士
号
を
取
得
し

た
後
、
広
東
の
大
学
で
研
究
員
を
し
て
い
る
（
二
〇
一
二
年
の
時

点
）。
現
在
Ｘ
さ
ん
は
先
に
紹
介
し
た
「
思
明
区
僑
聯
セ
ン
タ
ー
」

の
仕
事
を
辞
め
、
孫
の
世
話
を
す
る
た
め
に
一
年
の
大
半
を
深
圳
で

生
活
し
、
時
々
厦
門
へ
戻
っ
て
く
る
と
い
う
生
活
を
続
け
て
い
る
。

Ｘ
家
で
最
初
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
移
住
し
た
の
は
Ｘ
さ
ん
の
父
方
の

祖
父
で
あ
る
。
祖
父
は
福
建
省
安
溪
の
出
身
で
、
一
三
歳
の
時
に
移

住
し
た
。
祖
父
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
三
人
の
妻
を
娶
っ
た
。
一
番
目
の

妻
は
華
人
、
二
番
目
の
妻
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
、
三
番
目
の
妻
は
祖
父

と
同
じ
安
渓
出
身
の
華
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
番
目
の
妻
を
Ｘ
さ
ん

1953年：ミャンマーのオティエゴンに生まれる。
1960年：「覚華小学校」（中華学校）入学（4年制だった）。
1964年5月～1965年3月：ヤンゴン・ミャンマー華僑中学（6年制だった）。
1966年5月～1967年3月：7年生（中学3年生）の時、オティエゴンにあるミャンマー政府に属する中学

に転校。
1968年5月～1969年2月：9年生（中学5年生）の途中で中国に帰国。
1969年：中国に帰国。江西に配属。江西についてから「撫州一中」に入学。
1969年2月～1969年7月：中学2年生に編入（ミャンマーで中学2年生相当まで終えていたが、中学3年

生に編入すると半年で卒業しないといけなく、その後は農村に行かされることが多かったので2年生
に編入した）。当時は「文化大革命」中で、教育が停滞していた。

1970年9月～1973年7月：高校入学～卒業。
1973年～2003年：撫州の靴下を生産する工場で退職まで働く。
1978年9月：ミャンマー帰国華僑の男性（1954年生）と結婚。
2005年：戸籍を厦門に移す。
2010年3月～4月：帰国後初めてミャンマーへの親戚訪問。
2012年8月～9月：帰国後2回目のミャンマーへの親戚訪問。

表1　Xさんの歩み
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は
継
祖
母
（「
后
奶
奶
」）
と
呼
ん
で
い
る
。
二
番
目
の
妻
と
の
間
に

子
ど
も
は
な
い
た
め
、
Ｘ
家
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
起
点
と
す
る
家
族
の

系
譜
は
父
方
の
祖
父
と
一
番
目
の
妻
と
の
間
に
で
き
た
家
族
（
拡
大

家
族
を
意
味
す
る
）
と
、
三
番
目
の
妻
と
の
間
に
で
き
た
家
族
か
ら

な
る
。
本
稿
で
は
前
者
を
家
族
①
（
図
１
を
参
照
）、
後
者
を
家
族
②

（
図
２
を
参
照
）
と
す
る
。
Ｘ
さ
ん
は
家
族
①
の
系
譜
に
属
す
る
。
家

族
②
の
成
員
の
中
に
は
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ア
メ
リ

カ
へ
移
住
し
た
者
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
連
絡
を
取
っ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
、
Ｘ
さ
ん
に
家
族
に
つ
い
て
尋
ね
た
時
、
家
族
①
の
成
員
に

つ
い
て
は
第
五
世
代
ま
で
辿
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
家
族
②
の
成
員

に
つ
い
て
は
第
三
世
代
ま
で
し
か
辿
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た＊

５

。

Ｘ
さ
ん
一
家
は
伯
父
一
家
（
家
族
①
〈
１
〉）
と
は
同
じ
家
に
住

ん
で
い
た
。
同
じ
系
譜
に
属
す
る
同
輩
の
従
兄
・
従
姉
（
家
族
①

〈
２
〉
や
〈
４
〉）
と
は
関
係
が
よ
く
、
今
で
も
密
に
連
絡
を
と
っ
て

い
る
の
は
彼
ら
で
あ
る
。

Ｘ
さ
ん
の
記
憶
に
よ
る
と
、
一
九
六
三
年
、
六
四
年
頃
か
ら
華
人

に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
く
な
り
始
め
、
Ｘ
さ
ん
一
家
は
帰
国
を
選

択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
女
の
記
憶
を
裏
付
け
る
よ
う
な
出
来
事

と
し
て
、
た
と
え
ば
一
九
六
七
年
六
月
二
六
日
に
ラ
ン
グ
ー
ン
（
現

ヤ
ン
ゴ
ン
）
で
発
生
し
た
華
僑
排
斥
事
件
が
あ
る
。
こ
の
事
件
の
背

景
に
は
、
中
国
の
文
化
大
革
命
に
お
け
る
革
命
外
交
路
線
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
「
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
」
と
の
衝
突
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権
に
よ
る
内
政
問
題
の
外
交
問
題
へ

の
転
嫁
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
に
ネ
ー
ウ
ィ
ン
政
権

が
成
立
し
て
以
降
、
経
済
の
国
有
化
政
策
が
急
激
に
進
展
し
、
流
通

の
停
滞
な
ど
に
よ
り
深
刻
な
物
不
足
に
陥
り
、
人
び
と
の
不
満
が
高

ま
っ
て
い
た
。
一
九
六
七
年
に
コ
メ
不
足
が
生
じ
、
商
店
や
倉
庫
を

略
奪
す
る
人
び
と
が
現
れ
、
軍
政
権
は
対
応
に
苦
慮
し
始
め
て
い

た
。
こ
う
し
た
な
か
で
ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
、
華
僑
の
「
バ
ッ
ジ

事
件
」
が
一
九
六
七
年
六
月
に
発
生
し
た
。
文
化
大
革
命
の
影
響
を

受
け
て
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
一
部
の
華
僑
華
人
学
生
が
毛
沢
東
バ
ッ
ジ

を
着
用
し
始
め
た
た
め
、
当
局
は
こ
れ
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
を
不
満

と
し
た
学
生
は
デ
モ
を
行
い
、
当
局
と
衝
突
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
衝
突
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
に
あ
る
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
国
大
使
館
の

極
左
派
の
支
持
を
受
け
て
、
日
々
激
化
し
て
い
っ
た
。
ネ
ー
ウ
ィ
ン

は
こ
れ
を
利
用
し
、
民
衆
の
不
満
の
矛
先
を
華
人
に
向
け
、
内
政
の

危
機
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
十
名
の
華
人
が
殺
害

さ
れ
、
多
数
の
負
傷
者
が
出
た
（
範
・
金 

二
〇
〇
九 ; Steinberg 

and Fan 2012: 93-118

）。

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
華
僑
排
斥
の
状
況
の
な
か
で
、
中
国
へ
の

帰
国
を
選
ん
だ
人
は
残
留
を
選
ん
だ
人
よ
り
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
Ｘ
さ
ん
の
親
族
（
家
族
①
②
）
の
中
で
帰
国
を
選
ん
だ
の
は

彼
女
の
家
族
の
み
で
あ
っ
た
し
、
帰
国
し
た
人
は
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
に

残
っ
た
人
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
女
の
同
級
生
の
ほ
と
ん
ど

が
帰
国
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
彼
女
と
オ
テ
ィ
エ
ゴ

ン
を
訪
れ
た
時
に
、
か
つ
て
の
同
級
生
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
①
旅
費
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図1　家族①　Xさんの父方祖父の一番目の妻との間の家族

図2　家族②　Xさんの父方祖父の三番目の妻との間の家族
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が
な
か
っ
た
た
め
、
②
中
国
に
行
っ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
計
を
立

て
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
③
両
親
が
帰
ら
な

い
と
決
め
て
い
た
の
で
、
離
れ
が
た
か
っ
た
た
め
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
あ
る
男
性
は
、
兄
弟
姉
妹
が
多
く
、
彼
は
長
男
だ
っ
た
の

で
家
に
責
任
が
あ
り
戻
れ
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。
帰
国
は
ま
ず

ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
中
国
広
東
の
広
州
ま
で
飛
行
機
で
行
き
、
列
車
で
昆

明
ま
で
行
っ
た
。
昆
明
に
中
国
政
府
の
関
係
者
（
僑
務
弁
公
室
の

人
）
が
迎
え
に
来
て
、
空
港
か
ら
昆
明
に
あ
る
華
僑
旅
行
社
へ
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
登
録
票
が
配
ら
れ
、
個
人
情
報
を
記
入

し
た
。
そ
の
中
の
内
容
で
最
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
今
後
、
国
の
手

配
に
従
う
か
、
自
分
で
生
活
し
て
い
く
か
を
選
択
す
る
欄
で
あ
っ

た
。
Ｘ
さ
ん
姉
妹
は
国
の
手
配
に
従
う
こ
と
を
選
ん
だ
。
こ
う
し
て

江
西
に
行
く
よ
う
に
手
配
さ
れ
、
江
西
に
到
着
後
、
撫
州
第
一
中
学
・

高
校
（「
撫
州
一
中
」。
中
高
一
貫
の
学
校
）
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
経
緯
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｘ
さ
ん
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

渡
っ
た
家
族
の
中
で
は
第
三
世
代
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
オ
テ
ィ
エ
ゴ

ン
）
で
生
ま
れ
育
ち
、
も
と
も
と
中
国
で
の
直
接
的
経
験
は
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
出
生
背
景
を
も
ち
な
が
ら
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
生

活
を
し
て
い
た
帰
国
前
は
、
ま
だ
見
ぬ
中
国
に
強
い
故
郷
意
識
を
抱

い
て
い
た
。
以
下
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
帰
国
後
の
生
活
環
境
の
描

写
か
ら
、
Ｘ
さ
ん
に
と
っ
て
中
国
は
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
認
識
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Ⅱ
複
合
的
な
「
ホ
ー
ム
」

１
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
）
の
記
憶
と

つ
な
が
り

中
国
に
帰
国
す
る
前
の
記
憶

最
初
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
渡
っ
た
祖
父
は
、
い
く
つ
か
の
場
所
を

回
っ
た
結
果
、
土
地
が
安
く
、
米
の
工
場
が
建
て
や
す
か
っ
た
た
め

オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
に
落
ち
着
き
、
当
初
は
華
人
が
経
営
す
る
工
場
（
油

か
米
の
工
場
、
定
か
で
は
な
い
）
で
働
い
た
。
そ
の
後
数
人
で
出
資

を
し
て
米
の
工
場
を
建
て
た
。
祖
父
は
商
売
に
長
け
て
お
り
、
工
場

で
儲
け
た
後
は
、
金
貸
し
業
を
営
ん
で
い
た
。
父
は
一
九
三
〇
年
代

に
日
本
軍
の
攻
撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
安
渓
に
一
時
帰
国
し
た
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
独
立
し
た
後
、
一
九
四
八
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
戻
っ

て
き
た
。
し
か
し
家
は
日
本
軍
に
焼
か
れ
て
い
た
た
め
、
一
時
、
伯

父
（
帰
国
し
な
い
で
農
村
に
隠
れ
て
い
た
）
の
家
に
身
を
寄
せ
て
い

た
。
そ
の
後
、
祖
父
、
父
、
伯
父
の
三
人
で
雑
貨
店
を
始
め
、
商
売

を
拡
大
し
て
い
き
、
富
を
蓄
え
て
い
っ
た
。
Ｘ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
父

が
一
九
四
八
年
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
戻
っ
て
か
ら
中
国
に
帰
国
す
る
ま

で
の
約
二
〇
年
間
が
、
Ｘ
家
が
最
も
裕
福
な
時
期
だ
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
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こ
う
し
た
な
か
で
Ｘ
さ
ん
は
、
幼
少
時
代
を
経
済
的
に
裕
福
な
家

庭
で
過
ご
し
た
。
一
日
五
元
で
家
族
八
人
を
養
え
た
時
代
に
、
父
は

娘
三
人
を
学
校
へ
や
っ
た
。
一
人
あ
た
り
月
六
〇
元
か
か
る
の
で
、

三
人
で
月
二
〇
〇
元
は
か
か
っ
た
。
当
時
は
、
女
子
に
教
育
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
り
、
隣
家
に
住
む
親
戚
の
女
性

に
、「
女
の
子
は
ど
う
せ
嫁
に
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
教
育
す

る
必
要
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
、
Ｘ
さ
ん
は
記
憶
し
て
い
る
。

Ｘ
さ
ん
は
中
学
か
ら
ヤ
ン
ゴ
ン
の
中
華
学
校
に
通
っ
て
い
た
が
、

中
学
二
年
の
頃
か
ら
、
華
僑
排
斥
の
雰
囲
気
が
高
ま
っ
て
き
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
語
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
変
わ
り
、
一
九
六
六
年
、

中
学
三
年
の
時
、
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
に
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
属
す

る
中
学
に
転
校
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｘ
さ
ん
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
読

み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
で
、
夜
に
な
る
と
中
国
廟

で
行
わ
れ
て
い
た
中
国
語
の
塾
に
通
っ
て
い
た
。
華
僑
排
斥
の
雰
囲

気
に
反
し
て
学
校
で
は
同
じ
長
机
の
隣
に
座
っ
て
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
仲
が
良
く
、
他
の
華
人
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
打
ち
解
け
て
い
た
た
め
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
も
覚
え

た
。
し
か
し
、
家
に
帰
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
話
す
と
祖
母
に
叱
ら

れ
た
。「
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
話
す
よ
う
に
な
る
と
、
祖
国
を
忘
れ
て

し
ま
う
」
と
言
い
、
両
親
に
も
子
ど
も
に
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
使
わ

せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。
雇
っ
て
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
召
使
い

に
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
使
わ
な
い
よ
う
に
言
い
、
閩
南
語
を
覚
え
さ

せ
た
。
こ
の
状
況
か
ら
、
家
庭
で
は
父
方
祖
先
の
出
身
地
（
安
渓
）

の
習
慣
に
基
づ
い
て
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

筆
者
が
二
〇
一
二
年
八
月
～
九
月
に
Ｘ
さ
ん
に
同
行
し
、
オ
テ
ィ

エ
ゴ
ン
を
訪
問
し
た
際
、
彼
女
の
従
兄
で
あ
る
Ａ
氏
の
家
（
家
族
①

の
〈
２
〉）
に
滞
在
し
た
。
た
だ
し
訪
問
時
に
Ａ
氏
は
不
在
で
あ
っ

た
た
め
、
Ａ
氏
の
息
子
Ｂ
氏
（
家
族
①
〈
５
〉）
夫
妻
の
世
話
に
な
っ

た
。
Ｂ
氏
は
四
〇
代
で
大
卒
で
あ
り
、
精
米
・
販
売
と
黒
豆
の
貿
易

に
従
事
し
て
い
る
。

Ｂ
氏
に
よ
る
と
、
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
に
は
中
心
部
と
周
辺
の
村
々
の

人
口
を
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
〇
世
帯
が
住
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
華

人
家
庭
は
約
二
〇
世
帯
ほ
ど
で
、
み
な
中
心
部
で
生
活
し
て
い
る
。

こ
の
集
住
地
区
に
住
む
華
人
の
家
は
外
観
か
ら
「
華
人
」
と
わ
か
る

特
徴
が
あ
っ
た
。
門
に
は
「
福
」
の
字
や
対
聯
（
対
に
な
っ
て
い
る

Toungoo

Othegon

YANGON

N

0

0 10 20 40 80miles

10 20 40 60 80 km

図3　オティエゴン（Othegon）の位置
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掛
け
軸
）
が
貼
ら
れ
、
家
の
中
に
は
旧
暦
の
書
か
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー

が
あ
っ
た
。
他
方
で
仏
教
を
信
仰
し
て
お
り
す
べ
て
の
家
で
仏
壇
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
が
調
査
し
た
時
期
は
ち
ょ
う
ど
中
元
節

の
時
期
に
重
な
り
、
閩
南
の
習
慣
に
従
っ
て
粽
を
作
っ
た
り
、
道
で

三
角
に
折
っ
た
紙
を
燃
や
し
た
り
し
て
い
る
風
景
も
見
ら
れ
た
。
今

回
の
訪
問
で
驚
い
た
の
は
、
独
身
の
華
人
女
性
が
多
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
華
人
男
性
も
女
性
も
、
結
婚
相
手
と
し
て
華
人
を
好
む
傾
向
に

あ
る
と
い
う
。
と
く
に
、
女
性
は
家
庭
が
貧
し
く
、
裕
福
な
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
男
性
に
嫁
ぐ
場
合
を
除
い
て
、
華
人
男
性
と
結
婚
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
華
人
を
結
婚
相
手
に
選
ぶ
傾
向
が
強
い

こ
と
が
、
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
の
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
要
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
の
約
二
〇
世
帯
の
華
人
家
庭
は
何
ら
か
の
親
戚
関

係
に
あ
り
、
お
互
い
知
ら
な
い
者
は
い
な
い
。
華
人
と
地
元
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
は
住
み
分
け
が
さ
れ
て
い
る
。
図
４
・
５
で
示
し
た
よ
う

に
、
中
心
部
に
は
三
本
の
道
が
あ
る
が
、
第
一
と
第
二
の
道
は
「
唐

人
街
」（
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
意
味
）
と
呼
ば
れ
、
華
人
の
民
家
、

雑
貨
店
、
元
中
華
小
学
校
、
廟
等
が
並
ん
で
い
る
。
第
三
の
道
に
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
住
ん
で
い
る
。「
幼
い
頃
、
第
三
の
道
に
は
一
人

で
は
ほ
と
ん
ど
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
怖
か
っ
た
で
す
」
と
Ｘ
さ
ん

が
話
し
て
い
た
。

華
人
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
と
は
異
な
る
彼
ら
特
有
の
習
慣
に
従
っ
て

生
活
を
し
て
き
た
。
華
人
の
廟
の
「
玉
皇
宮
」
は
、
華
人
が
輪
番
で

管
理
し
て
き
た
。
毎
年
「
玉
皇
大
帝
」
の
誕
生
日
（
春
節
初
九
日
）

の
前
日
に
向
こ
う
一
年
の
当
番
を
く
じ
引
き
で
決
め
る
。
当
番
に

な
っ
た
ら
農
暦
の
毎
月
一
日
と
一
五
日
に
香
を
焚
き
に
来
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
清
明
節
の
時
に
、
親
族
が
台
湾
や
大
陸
な
ど
へ
移
住

し
て
し
ま
い
、
誰
も
墓
参
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
墓
を
代
わ
り

に
掃
除
を
し
て
供
養
す
る
の
も
、
当
番
の
仕
事
で
あ
る
。
ま
た
、
墓

地
を
作
り
、
墓
参
り
を
す
る
こ
と
も
華
人
の
習
慣
で
あ
り
、
一
般
に

地
元
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
そ
れ
ら
を
行
わ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
習
慣

の
違
い
は
あ
る
が
、
華
人
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
衝
突
す
る
こ
と
な

く
、
華
人
排
斥
の
気
運
が
高
ま
っ
た
時
で
さ
え
も
、
両
者
の
関
係
は

良
好
で
あ
っ
た
。
華
人
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
仏
堂
の
た
め
に
し
ば
し

ば
寄
付
を
し
て
き
た
し
、
華
人
も
仏
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
時
代
の
Ｘ
さ
ん
は
、「
小
中
国
」（
彼
女
が
オ
テ
ィ
エ

ゴ
ン
で
の
生
活
空
間
を
中
国
語
で
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
）
と
も
呼

ぶ
べ
き
中
国
と
同
じ
よ
う
な
空
間
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
生
活
空
間
に
お
い
て
Ｘ
さ
ん
は
、
必
然
的
に
華
人
と
し
て
生
活
し

て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
期
の
Ｘ
さ
ん
は
、
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン

と
い
う
土
地
で
華
人
と
し
て
の
生
活
を
実
践
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
華

人
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
時

期
に
Ｘ
さ
ん
の
中
で
は
、
土
地
と
帰
属
意
識
と
が
結
び
つ
い
て
い
た

と
言
え
る
。
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ミ
ャ
ン
マ
ー
再
訪
、
国
家
認
識
と
個
人
の
自
己
実
現
と
の
矛
盾

彼
女
は
中
国
に
帰
国
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
二
度
の
ミ
ャ
ン
マ
ー

へ
の
親
戚
訪
問
を
し
た
。
一
回
目
は
二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
一
カ

月
、
二
回
目
は
筆
者
も
同
行
し
た
二
〇
一
二
年
八
月
か
ら
一
カ
月
で

あ
る＊

６

。
彼
女
は
、
四
〇
年
振
り
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
足
を
踏
み
入
れ
た
一
回

目
の
訪
問
の
感
想
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
幼
い
頃
を
過
ご
し
た

所
へ
戻
り
、
今
も
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
が
中
国
に
到
底
及
ば

な
い
様
子
を
見
て
心
が
痛
み
ま
し
た
。
帰
国
し
た
時
、
中
国
も
貧
困

の
時
期
で
辛
い
日
々
を
送
っ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
が
、

今
は
と
て
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
早
く
貧
困
か
ら
抜

け
出
し
て
ほ
し
い
で
す
」。「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
電
力
不
足
で
毎
日
五
時

間
く
ら
い
し
か
電
気
が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
金
の
あ
る
人
は
自

家
発
電
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
不
便
で
し
た
。
お
金
の
あ
る

人
だ
け
が
自
分
の
家
を
持
ち
、
良
い
生
活
を
送
れ
ま
す
。
汽
車
は
と

て
も
古
く
、
交
通
が
不
便
で
す
。
親
戚
が
い
な
け
れ
ば
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
は
行
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
中
国
、
厦
門
の
方
が
良
い
で
す
！　

中

国
は
保
障
の
あ
る
時
代
に
入
り
ま
し
た
」。
そ
し
て
、
従
兄
に
帰
国

し
た
こ
と
は
良
か
っ
た
か
と
聞
か
れ
た
時
、「
当
時
は
帰
国
の
選
択

が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
私
た
ち
が
帰
国
し

て
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
政
策
が
変
わ
り
、
華
人
も
商
売
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
た
時
に
は
帰
国
し
た
こ
と
を
後
悔
し
た
け

れ
ど
、
中
国
の
経
済
発
展
を
見
る
と
、
帰
国
し
た
こ
と
は
正
し
か
っ

た
と
思
う
、
と
答
え
ま
し
た
」。

こ
れ
ら
の
語
り
か
ら
、
発
展
し
た
中
国
と
貧
し
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

対
比
さ
せ
、
中
国
全
体
の
発
展
に
よ
っ
て
、
Ｘ
さ
ん
や
そ
の
家
族
が

帰
国
を
肯
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
Ｘ
さ

ん
の
厦
門
の
生
活
（
家
屋
、
収
入
）
を
知
る
筆
者
か
ら
見
る
と
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
親
戚
の
方
が
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。
Ｘ
さ
ん
の
家
族
の
レ
ベ
ル
で
比
較
を
す

る
と
、
ヤ
ン
ゴ
ン
と
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
に
住
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
親
戚
の

経
済
状
況
の
方
が
良
好
で
あ
る
。
華
人
の
多
く
が
日
用
品
を
売
る
雑

貨
店
を
営
ん
で
い
た
が
、
Ｘ
さ
ん
の
親
戚
も
例
外
で
は
な
い
。
Ｘ
さ

ん
の
ヤ
ン
ゴ
ン
の
親
戚
に
は
、
宝
石
店
や
建
設
会
社
を
経
営
す
る
者

も
い
る
。
前
出
の
Ｂ
氏
も
、
精
米
と
黒
豆
の
貿
易
で
高
い
収
入
を
得

て
い
る
。
黒
豆
の
売
買
は
政
府
が
独
占
し
て
い
た
が
、
一
九
八
八
年

に
そ
れ
が
停
止
し
、
売
買
が
民
間
に
開
放
さ
れ
た
。
こ
の
機
会
に
目

を
つ
け
て
黒
豆
を
扱
う
華
人
が
増
え
、
Ｂ
氏
も
そ
の
一
人
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
ヤ
ン
ゴ
ン
と
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
に
住
む
親
戚
の
ほ
と
ん
ど

が
、
Ｂ
氏
も
含
め
て
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
中
国
で
進

学
を
目
標
と
し
て
い
た
Ｘ
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
辛
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
個
人
の
自
己
実
現
か
ら
見
る
と
、
Ｘ
さ
ん
は
「
発
展

し
た
中
国
」
で
の
生
活
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

る
。今

回
の
訪
問
で
世
話
に
な
っ
た
Ｂ
氏
夫
妻
は
、
Ｘ
さ
ん
に
と
っ
て

「
後
輩
」
で
あ
る
。
Ｘ
さ
ん
は
、「
同
輩
と
は
話
す
こ
と
が
た
く
さ
ん
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あ
る
が
、
下
の
代
と
は
共
通
の
話
題
が
少
な
く
て
あ
ま
り
話
す
こ
と

が
な
い
」、「
同
輩
が
亡
く
な
っ
た
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
き
て
も
面
白
く

な
い
」
と
話
し
て
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
親
戚
は
共
通
の
経
験
や
記

憶
を
共
有
で
き
な
い
世
代
に
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
事
実
は
将

来
、
Ｘ
さ
ん
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
親
戚
と
の
実
質
的
な
親
交
が
希
薄
化

す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
他
方
で
、
Ａ
氏
を
含
め
た
従
兄
た
ち

も
中
国
に
来
た
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
中
国
に
興
味
が
あ
る
か
ら

で
は
な
く
、
Ｘ
さ
ん
の
母
親
に
会
い
た
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
幼

い
頃
、
近
所
に
住
み
、
良
く
し
て
も
ら
っ
た
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
国
家
の
発
展
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
は
個
人
の
国
家
に
対

す
る
誇
り
を
高
め
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
国
家
全
体
に
対
す
る
感
情

は
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
親
疎
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。２

重
層
的
な
中
国
認
識

想
像
の
中
の
理
想
郷
・
中
国

華
僑
排
斥
が
激
し
く
な
っ
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
Ｘ
さ
ん
の
家

庭
で
は
、
父
の
雑
貨
店
か
ら
始
め
た
商
売
が
軌
道
に
乗
り
、
家
庭
の

経
済
状
況
は
非
常
に
良
好
で
あ
っ
た
。
だ
が
商
売
が
で
き
な
く
な
る

不
安
か
ら
、
一
九
六
七
年
、
中
国
に
帰
国
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
た
。
こ
の
時
父
は
、
中
国
へ
の
帰
国
に
反
対
し

た
。
父
は
一
九
三
〇
年
代
に
安
渓
に
一
時
帰
国
し
た
時
、
中
国
に
対

し
て
あ
ま
り
よ
く
な
い
印
象
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
福
建
省

の
武
夷
山
に
戻
っ
て
い
た
父
の
姉
の
夫
側
の
親
戚
か
ら
の
手
紙
で
、

中
国
の
生
活
環
境
が
良
く
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
祖
母
も
帰
国

に
強
く
反
対
し
、
親
を
残
し
て
子
ど
も
だ
け
で
帰
国
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
そ
れ
は
親
不
孝
に
あ
た
る
と
怒
っ
た
。
そ
れ
で
も
Ｘ
さ
ん
は
、

中
国
に
帰
国
す
る
思
い
を
強
く
持
ち
続
け
た
。
家
族
一
緒
に
暮
ら
す

の
が
い
い
と
母
が
父
を
説
得
し
、
最
終
的
に
Ｘ
さ
ん
の
父
母
と
弟
も

中
国
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｘ
さ
ん
が
中
国
へ
の
帰
国
を
強
く
望
ん
だ
の
は
、
中
華
学
校
で
受

け
た
教
育
の
影
響
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
女
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
生
活

し
て
い
た
当
時
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
は
大
き
な
中
華
学
校
が
二
つ
あ
っ

た
。
南
洋
中
学
（
略
し
て
「
南
中
」）
と
華
僑
中
学
（
略
し
て
「
僑

中
」）
で
あ
る
。
中
国
語
で
教
育
す
る
学
校
は
、
小
学
校
に
つ
い
て

は
小
規
模
な
も
の
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
が
、
中
学
校
に
つ
い
て
は

二
つ
の
中
華
学
校
の
ど
ち
ら
か
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

Ｘ
さ
ん
は
僑
中
に
進
学
し
た
。
そ
こ
で
は
「
祖
国
は
中
国
で
あ
る
」

と
い
う
思
想
教
育
が
施
さ
れ
た
。
学
校
で
は
大
使
館
を
通
し
て
入
っ

て
き
た
映
画
や
『
人
民
画
報
』
等
の
雑
誌
を
よ
く
見
て
い
た
た
め
、

中
国
の
変
化
を
知
り
、
国
の
発
展
を
誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
り
、
着

実
に
前
に
進
ん
で
い
る
中
国
に
少
し
ず
つ
好
印
象
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
中
国
に
関
す
る
情
報
源
が
多
く
あ
っ
た
た
め
、
ま
る
で
中

国
に
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
と
言
う
。
こ
う
し
て
中
国
は
素
晴
ら

し
い
国
で
あ
る
と
思
い
込
み
、
中
国
「
中
毒
」
に
な
っ
て
い
た
と
振



212

り
返
る
。
こ
れ
に
加
え
、
中
国
語
な
ど
中
国
文
化
を
学
び
、
中
国
に

理
解
が
あ
っ
た
の
で
帰
国
し
て
も
困
ら
な
い
と
思
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
中
国
の
高
校
、
大
学
で
勉
強
し
た
い
、
教
師
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
中
国
に
戻
り
た
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。

Ｘ
さ
ん
が
中
国
に
帰
国
す
る
時
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
裏
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
顔
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
今
で
も
そ

の
写
真
を
大
切
に
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
書
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
華
人

の
友
人
が
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
に
「
毛
主
席
の
好
い
戦
士
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」（「
做
一
個
毛
主
席
的
好
戦
士
」）
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
。
Ｘ
さ
ん
は
、
当
時
を
振
り
返
り
、「
共
産
党
も
仏
教
と
同

じ
よ
う
に
一
つ
の
信
仰
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
話
す
。

つ
ま
り
、
帰
国
以
前
、
Ｘ
さ
ん
は
教
育
の
影
響
か
ら
中
国
を
美
化

し
、
中
国
に
自
己
実
現
の
可
能
性
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

帰
国
後
の
中
国
認
識
の
変
化

帰
国
後
江
西
省
の
撫
州
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
Ｘ
さ
ん
は
、

撫
州
第
一
中
学
・
高
校
の
中
等
部
二
年
次
に
編
入
し
た
。
寮
生
活
を

し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
帰
国
華
僑
の
学
生
し
か
い
な

か
っ
た
。
ル
ー
ム
メ
ー
ト
だ
っ
た
「
僑
友
」（
と
Ｘ
さ
ん
は
表
現
す

る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
帰
国
華
僑
）
二
人
と
姉
妹
の
よ
う
に
助
け
合
い
な

が
ら
生
活
を
し
た
。
彼
女
た
ち
は
一
九
七
七
年
か
七
八
年
に
香
港
へ

渡
っ
て
い
っ
た
。
香
港
へ
行
っ
て
か
ら
も
Ｘ
さ
ん
の
生
活
を
心
配
し

て
、
し
ば
し
ば
衣
類
な
ど
を
送
っ
て
く
れ
た
。
今
ま
で
ず
っ
と
連
絡

を
取
り
続
け
て
い
る
。
当
時
は
文
化
大
革
命
中
で
教
育
が
停
滞
し
て

い
た
た
め
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、
授
業
を
受
け
る
機
会
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

高
校
卒
業
後
の
一
九
七
三
年
か
ら
、
靴
下
製
造
工
場
に
配
属
さ

れ
、
そ
こ
に
退
職
年
齢
ま
で
勤
め
た
。
工
場
で
働
き
始
め
た
時
、
彼

女
は
「
天
か
ら
地
へ
突
き
落
さ
れ
た
気
持
ち
」
に
な
っ
た
。
も
と
も

と
大
学
に
進
学
し
た
か
っ
た
の
に
、
理
想
と
は
異
な
る
方
向
に
人
生

が
進
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
結
婚
・
出
産
後
は
家
事
と
育
児
中
心

の
生
活
に
な
り
、「
多
く
の
こ
と
を
犠
牲
に
し
た
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
残
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
想
を
打
ち
破
る
撫
州
で
の
生
活
経

験
は
、
撫
州
へ
の
愛
着
を
失
わ
せ
た
。

一
九
八
五
年
、
親
戚
の
男
性
（
夫
の
母
方
の
祖
父
と
こ
の
男
性
の

父
親
が
兄
弟
、
つ
ま
り
夫
の
大
お
じ
の
息
子
に
あ
た
り
、「
表
叔
」
と

呼
ん
で
い
る
）
が
厦
門
に
あ
る
夫
の
母
方
の
祖
母
の
家
屋
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
。
夫
の
母
方
の
祖
父
母
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
移
民
し

た
。
新
中
国
成
立
後
の
土
地
改
革
の
時
、
家
屋
も
分
配
さ
れ
、
同
じ

村
の
農
民
に
住
ま
わ
せ
て
い
た
が
、
村
人
が
そ
の
家
が
も
と
も
と
誰

の
も
の
か
覚
え
て
お
り
、
無
関
係
な
村
人
の
手
に
渡
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、「
表
叔
」
に
管
理
さ
せ
て
お
り
、
権
利
書
は
ず
っ
と
彼
の

元
に
あ
っ
た
。
権
利
書
は
Ｘ
さ
ん
の
夫
に
戻
っ
た
が
、
対
面
の
家
の

人
が
ず
っ
と
こ
の
家
屋
を
占
領
し
て
お
り
、
自
分
の
も
の
に
し
た
い

た
め
に
度
々
嫌
が
ら
せ
を
し
て
き
た
。
ま
た
、
家
屋
の
あ
る
村
は
、
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四
川
な
ど
か
ら
来
た
出
稼
ぎ
労
働
者
が
多
く
住
む
よ
う
に
な
り
、
治

安
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
生
活
環
境
や
近
隣
と
の
人
間
関
係
が
良
好
で
は
な

く
、
ま
た
撫
州
に
は
工
場
か
ら
提
供
さ
れ
た
住
ま
い
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
厦
門
へ
引
っ
越
す
こ
と
に
し
た
の
は
、
Ｘ
さ
ん
夫
妻
が

「
祖
先
の
家
屋
を
豊
か
に
す
る
と
、
子
孫
も
繁
栄
す
る
」（「
祖
屋
富

起
来
、
後
輩
也
発
展
」）
と
表
現
し
た
よ
う
に
、
祖
先
の
家
を
守
り

た
い
と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
っ
た
。
僑
郷
（
華
人
の
父
方
祖
先
の
出

身
地
）
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
海
外
か
ら
の
送
金

で
出
身
母
村
に
「
洋
楼
」
と
呼
ば
れ
る
豪
華
な
家
屋
を
建
て
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
る
。
人
が
住
ん
で
い
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
実
用

的
に
機
能
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
一
見
無
意
味
な
豪
邸
を
建
て

る
の
は
「
祖
先
の
家
屋
を
豊
か
に
す
る
と
、
子
孫
も
繁
栄
す
る
」
の

観
念
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
日
本
的
な
親
孝
行
に
留

ま
ら
な
い
、
祖
先
に
対
す
る
義
務
を
も
伴
う
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
、
撫
州
時
代
の
同
級
生
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
帰
国
華
僑
）

で
「
福
建
省
厦
門
市
帰
国
華
僑
聯
合
会
」
の
幹
部
を
し
て
い
る
友
人

の
助
け
で
厦
門
に
戸
籍
を
移
し
た
。
厦
門
に
お
い
て
Ｘ
さ
ん
夫
妻

は
、
自
分
た
ち
は
「
外
地
人
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
強
く
抱
い
て

い
る
と
い
う
。
厦
門
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
帰
国
華
僑
聯
誼
会
が
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
に
参
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
ず
っ
と
厦
門
に
住
ん
で
い
る
人
々
で
年

齢
層
も
高
く
、
融
け
込
め
て
い
な
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
時
代
は
同
じ
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
と
時
間
と
空

間
を
共
有
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
特
定
の
土
地
、
人
、
文
化
習
慣
、

「
ホ
ー
ム
」（
帰
属
意
識
）
が
結
び
つ
い
て
い
た
。
帰
国
後
、
固
定
的

な
土
地
を
基
盤
に
し
た
人
間
関
係
を
持
た
な
い
Ｘ
さ
ん
に
と
っ
て
、

移
動
と
と
も
に
土
地
、
人
、
文
化
習
慣
、「
ホ
ー
ム
」（
帰
属
意
識
）

が
そ
れ
ぞ
れ
乖
離
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

重
層
的
な
中
国
認
識

帰
国
後
、
三
〇
年
以
上
に
わ
た
る
最
も
長
い
時
間
を
生
活
し
て
き

た
場
所
は
撫
州
で
あ
り
、
同
級
生
や
同
僚
も
撫
州
に
い
る
。
し
か

し
、「
あ
そ
こ
に
は
気
に
か
け
る
人
が
い
な
い
」
の
で
、
撫
州
に
再

び
戻
っ
て
生
活
し
た
い
と
は
思
わ
な
い
と
言
う
。
苦
楽
を
共
に
し
た

ル
ー
ム
メ
ー
ト
が
香
港
に
移
住
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
。彼

女
の
籍
貫
（
父
方
祖
先
の
出
身
地
）
は
安
渓
だ
が
、
彼
女
自
身

は
そ
こ
に
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。
撫
州
に
い
る
時
、「
出
身

は
ど
こ
で
す
か
」
と
聞
か
れ
る
と
、「
私
た
ち
に
は
家
が
あ
り
ま
せ

ん
、
帰
国
華
僑
で
す
」
と
答
え
て
い
た
。
厦
門
で
出
身
地
を
聞
か
れ

た
時
は
、
同
じ
福
建
省
内
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
「
安
渓
人
で

す
」
と
答
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
に
「
で
も
あ
な
た
の
言

葉
は
安
渓
の
発
音
で
は
な
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。

Ｘ
さ
ん
と
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
駅
の
看
板
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
時
、

筆
者
が
「
こ
こ
は
あ
な
た
の
故
郷
だ
ね
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
「
故
郷
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じ
ゃ
な
く
て
出
生
地
」
と
答
え
た
。
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
故
郷
と

言
っ
た
場
合
、
祖
籍
を
指
す
と
思
う
。
だ
か
ら
私
の
故
郷
は
安
渓
。

オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
は
出
生
の
場
所
」
と
言
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
氏
の
息
子

の
う
ち
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
住
む
子
ど
も
夫
妻
と
そ
の
孫
を
訪
ね
た
時
、

週
末
の
塾
で
中
国
語
を
勉
強
し
て
い
る
一
一
歳
と
七
歳
の
子
と
話
を

し
た
。
七
歳
の
子
に
「
Ｘ
お
ば
さ
ん
は
中
国
人
？　

ミ
ャ
ン
マ
ー

人
？
」
と
聞
く
と
「
彼
女
は
中
国
人
。
中
国
語
を
話
す
か
ら
」
と
答

え
た
。「
彼
女
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
も
で
き
る
よ
」
と
言
う
と
「
彼
女

は
中
国
人
で
も
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
で
も
あ
る
」
と
答
え
た
。
す

る
と
Ｘ
さ
ん
が
「
私
は
中
国
人
だ
よ
。
祖
先
が
中
国
人
だ
か
ら
ね
。

祖
先
が
中
国
人
だ
っ
た
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
話
せ
て
も
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
ん
だ
よ
」
と
子
ど
も
に
言
っ
て
聞
か
せ
て

い
た
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
彼
女
に
と
っ
て
の
中
国
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
時
代
に
理
想
的
国
家
だ
と
美
化
し
て
い
た
想
像
上
の
中
国
、
帰

国
し
て
か
ら
最
も
長
い
直
接
的
経
験
の
あ
る
撫
州
、
そ
し
て
厦
門
と

い
う
よ
う
に
、
想
像
上
の
中
国
か
ら
現
実
的
な
中
国
へ
と
変
化
し
て

い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
自
己
実
現
が
果
た
せ
ず
、
裏
切
ら
れ
た
気
持

ち
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
残
っ
て
暮
ら
す
親
戚
に
対
し
て
は
「
発
展
し
た
中
国
」
に
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
自
分
を
癒
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
加

え
て
、
父
方
祖
先
の
出
身
地
の
安
渓
、
直
接
的
生
活
経
験
の
あ
る
場

所
と
し
て
の
撫
州
、
厦
門
、
そ
し
て
「
発
展
し
た
中
国
」
と
彼
女
に

と
っ
て
の
中
国
認
識
は
重
層
的
で
あ
り
、
語
る
対
象
に
よ
っ
て
も
中

国
の
顔
は
変
化
す
る
。

お
わ
り
に
―
―
つ
な
が
り
に
求
め
る
「
ホ
ー
ム
」

Ｘ
さ
ん
の
物
語
に
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
府
に

よ
る
華
僑
排
斥
、
中
国
の
政
治
動
乱
期
を
経
て
、
改
革
・
開
放
後
に

経
済
発
展
を
遂
げ
、
国
際
社
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い

く
と
い
っ
た
大
き
な
時
代
背
景
が
個
人
へ
与
え
て
き
た
影
響
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
家
と
国
際
社
会
の
動
き
に
人
生
を
左
右
さ
れ
て
き

た
Ｘ
さ
ん
の
経
験
と
語
り
を
、
本
特
集
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
三
つ
の

祖
国
」
の
観
点
か
ら
解
釈
し
て
み
た
い
。
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
本

稿
で
は
「
祖
国
」
と
「
ホ
ー
ム
」
の
概
念
に
対
す
る
考
え
方
は
軌
を

一
に
し
て
い
る
が
、
国
家
の
み
を
基
準
に
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ

で
は
「
三
つ
の
ホ
ー
ム
」
に
置
き
換
え
て
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
ま
ず
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
）
時
代
、
家
庭
で
は
父

方
祖
先
の
出
身
地
（
安
渓
）
の
習
慣
に
基
づ
い
て
生
活
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、「
ル
ー
ツ
の
ホ
ー
ム
」
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
現
在
も
華
人
を
結
婚
相
手
に

選
ぶ
傾
向
が
強
く
残
さ
れ
て
お
り
、
家
屋
に
見
ら
れ
る
装
飾
や
祖
先

崇
拝
、
な
ら
び
に
華
人
特
有
の
習
慣
に
従
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
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も
、「
ル
ー
ツ
の
ホ
ー
ム
」
に
自
己
を
位
置
付
け
て
い
る
側
面
が
見

て
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
活
の
拠
点
か
ら
見
れ
ば
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
オ

テ
ィ
エ
ゴ
ン
）
が
「
暮
ら
し
の
ホ
ー
ム
」
に
な
り
う
る
が
、
実
際
に

彼
女
が
生
き
て
き
た
生
活
空
間
か
ら
見
る
と
、
そ
こ
に
は
「
中
国
」

（
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
み
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

加
え
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン
ゴ
ン
）
の
中
華
学
校
で
受
け
た
教
育

内
容
の
影
響
か
ら
中
国
を
美
化
し
、
中
国
に
自
己
実
現
の
可
能
性
を

求
め
て
帰
国
を
選
択
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
Ｘ
さ
ん
に
と
っ
て
帰
国

す
る
前
の
中
国
は
「
理
念
の
ホ
ー
ム
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
時
代
の
彼
女
に
と
っ
て
中
国
は
、「
ル
ー
ツ

の
ホ
ー
ム
」
で
あ
り
、「
理
念
の
ホ
ー
ム
」
で
も
あ
り
、
両
者
は
重

な
り
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
に
帰
国
後
、
江
西

（
撫
州
）
で
土
地
、
人
、
文
化
習
慣
、
帰
属
意
識
が
乖
離
し
た
状
態

は
、
か
つ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
思
い
描
い
て
い
た
「
ル
ー
ツ
の
ホ
ー

ム
」
が
「
理
念
の
ホ
ー
ム
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
落
胆

し
、「
暮
ら
し
の
ホ
ー
ム
」
と
し
て
も
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
、「
三

つ
の
ホ
ー
ム
」
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
状
態
に
置
か
れ
た
。

現
在
は
特
定
の
場
所
を
拠
り
所
の
基
準
と
し
て
見
た
場
合
、
か
ろ
う

じ
て
厦
門
が
「
暮
ら
し
の
ホ
ー
ム
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
も

常
態
と
な
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
Ｘ
さ
ん

は
二
人
の
子
ど
も
が
生
活
す
る
場
所
と
厦
門
と
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｘ
さ
ん
が
生
活
し
て
き
た
場
所
・
人
は
、
今
も
彼
女
の

前
か
ら
消
え
て
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
今
も
な
お
点
と

点
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
点
」
と

は
、
Ｘ
さ
ん
と
親
密
に
関
わ
る
人
で
あ
り
、
そ
の
大
切
な
人
の
所
在

地
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｘ
さ
ん
は
つ
な
が
り
の
複
合
性
が
創
り
出
す

「
ホ
ー
ム
」
の
中
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
つ
な
が
り
は
、

変
わ
ら
な
い
部
分
を
持
ち
続
け
な
が
ら
も
、
周
囲
を
取
り
巻
く
政
治

的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に

よ
っ
て
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
を
語
る
対
象
に
よ
っ
て
新
た
に
意
味
づ

け
ら
れ
続
け
る
流
動
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
創
り
出
す
「
ホ
ー
ム
」
は
、
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
（Jam

es Clifford

）
の
「
ル
ー
ツ
」
の
概
念

を
彷
彿
さ
せ
る
。「
ル
ー
ツ
」
は
、
起
源
を
表
すroots

と
経
路
を

表
すroutes

の
両
方
の
意
味
で
使
わ
れ
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
は
こ
の

概
念
を
用
い
て
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
や
伝
統
と
見
な
さ
れ
て
き
た
も
の

が
、
人
の
転
地
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し

た
。
こ
れ
は
「
旅
の
翻
訳
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
（
ク
リ
フ
ォ
ー

ド 

二
〇
〇
二
）。
Ｘ
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
ホ
ー
ム
」
は
、roots

（
起

源
）
よ
り
もroutes

（
経
路
）
の
方
が
先
行
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
つ
ま
り
、
つ
な
が
り
の
複
合
性
が
創
り
出
す
「
ホ
ー
ム
」
と

は
、routes
（
経
路
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｘ
さ
ん
に

と
っ
て
のroots
（
起
源
）
は
一
つ
で
は
な
く
、
複
数
存
在
す
る
と

解
釈
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
レ
ベ
ル
で
は
中
国
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
な
ら
び
に
地
方
の
レ
ベ
ル
で
は
、
父
方
祖
先
の
出
身
地
の
安
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渓
、
出
生
地
の
オ
テ
ィ
エ
ゴ
ン
、
初
め
て
中
国
を
知
っ
た
ヤ
ン
ゴ
ン

の
中
華
学
校
、
帰
国
後
最
も
長
い
間
生
活
を
し
た
撫
州
、
現
在
の
生

活
の
基
盤
で
あ
る
厦
門
で
あ
る
。
Ｘ
さ
ん
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の
過
去

と
現
在
のroots
（
起
源
）
を
抱
え
な
が
ら
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん

で
お
り
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
そ
こ
で
生
き
る
生
活
空
間
の
総
体

が
「
ホ
ー
ム
」
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

◉
付
記

 

本
稿
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究
（
若
手
）「
帰
還
移
民
の
比

較
民
族
誌
的
研
究
―
―
帰
還
・
故
郷
を
め
ぐ
る
概
念
と
生
活
世
界
（
二

〇
一
一
～
二
〇
一
三
、
代
表
・
奈
倉
京
子
）」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

◉
注

＊ 

１ 

一
九
八
九
年
六
月
ま
で
の
国
名
は
ビ
ル
マ
で
あ
る
が
、
現
地
語
の

発
音
と
日
本
語
に
お
け
る
言
葉
の
定
着
度
を
重
視
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
本
稿
で
は
現
在
の
国
名
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
統
一
す
る
。

＊ 

２ 

西
川
長
夫
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
国
民
国
家
を
捉
え

な
お
す
際
に
移
民
の
動
向
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
移
民
研
究

は
国
益
の
側
か
ら
の
研
究
が
中
心
で
移
民
の
側
か
ら
の
観
点
が
弱
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
故
郷
を
離
れ
て
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
の

経
験
の
中
に
、
次
の
時
代
の
可
能
性
が
読
み
取
れ
る
と
展
望
を
述
べ
て

い
る
（
西
川 

二
〇
〇
一
：
三
九
三
―
三
九
六
）。

＊ 

３ 

通
称
僑
聯
。
帰
国
華
僑
、
海
外
華
人
の
国
内
の
家
族
や
海
外
華
人

を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

ま
た
帰
国
華
僑
と
海
外
華
人
の
架
け
橋
の
役
割
を
担
う
、
半
官
半
民
の

仲
介
的
組
織
で
あ
る
。
僑
聯
は
中
央
政
府
、
省
、
市
、
県
、
鎮
、
村
に

そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
。
中
国
に
は
帰
国
華
僑
、
海
外
華
人
の
国
内
の
家

族
や
海
外
華
人
の
た
め
に
政
策
決
定
を
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

た
り
す
る
組
織
が
僑
聯
を
入
れ
て
五
つ
あ
る
（
詳
細
は
、
奈
倉 

二
〇
一

一
：
二
二
―
二
四
を
参
照
）。
僑
聯
以
外
の
組
織
は
完
全
に
政
府
機
関

に
属
す
る
た
め
、
海
外
華
人
に
向
け
た
政
治
的
活
動
を
し
に
く
い
が
、

僑
聯
は
政
治
的
権
力
が
な
く
、
表
に
出
や
す
い
た
め
政
治
的
宣
伝
が
し

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
僑
聯
の
特
徴
は
、
帰
国
華
僑
、

海
外
華
人
の
国
内
の
家
族
や
海
外
華
人
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

柔
軟
に
対
応
し
、
手
助
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
帰
国
華
僑
か

ら
は
「
娘
家
」（
妻
の
実
家
）
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
る
。

＊ 

４ 

改
革
・
開
放
以
降
、
広
東
や
福
建
と
い
っ
た
華
僑
の
出
身
地
を
中

心
に
組
織
さ
れ
始
め
た
。
帰
国
華
僑
聯
誼
会
は
、
帰
国
華
僑
に
よ
る
自

発
的
な
民
間
の
組
織
（「
社
会
団
体
」）
で
あ
る
が
、
中
国
で
は
登
記
せ

ず
に
任
意
団
体
と
し
て
活
動
す
る
の
は
違
法
で
あ
る
。
活
動
を
す
る
た

め
に
は
「
主
管
単
位
」（
行
政
機
関
な
い
し
準
行
政
機
関
と
い
っ
た
「
管

理
す
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
」
組
織
）
を
通
じ
て
「
民
政
」
と

い
う
行
政
部
門
に
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
李
妍
焱 

二
〇

一
二
：
二
三
）。
帰
国
華
僑
聯
誼
会
の
場
合
、
僑
聯
が
主
管
単
位
と
な
っ

て
い
る
。

＊ 

５ 

し
か
し
、
家
族
②
の
成
員
と
つ
き
合
い
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
ア
メ
リ
カ
在
住
の
伯
母
は
、「
后
奶
奶
」
の
子
だ
が
、
よ
く
一

緒
に
遊
ん
だ
の
で
仲
が
良
く
、
し
ば
し
ば
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。
Ｘ
さ

ん
の
息
子
が
北
京
の
大
学
院
在
学
中
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
た
時
に

は
、
彼
に
伯
母
と
連
絡
を
取
る
よ
う
に
言
っ
た
。　

＊ 

６ 

二
〇
一
二
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
筆
者
は
Ｘ
さ
ん
の
二
回
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目
の
親
戚
訪
問
に
同
行
し
た
。
こ
の
時
訪
ね
た
Ｘ
さ
ん
の
親
戚
は
、
ヤ

ン
ゴ
ン
で
は
、
家
族
①
の
〈
３
〉
の
妻
と
〈
４
〉、
家
族
②
の
①
、
オ

テ
ィ
エ
ゴ
ン
で
は
、
家
族
①
の
〈
２
〉
と
そ
の
息
子
〈
５
〉
の
家
族
、

家
族
②
の
②
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
Ｘ
さ
ん
の
夫
側
の
家
族
も

訪
ね
、
タ
ウ
ン
グ
ー
に
住
む
夫
の
母
親
と
妹
た
ち
三
人
（
妹
は
み
な
独

身
で
一
緒
に
生
活
を
し
て
い
る
）
と
、
ヤ
ン
ゴ
ン
に
住
む
妹
一
人
を
訪

問
し
た
。
こ
の
う
ち
ヤ
ン
ゴ
ン
に
住
む
人
た
ち
は
、
Ｘ
さ
ん
の
親
戚

も
、
ま
た
夫
の
妹
も
、
み
な
ヤ
ン
ゴ
ン
北
西
部
の
郊
外
（T

ham
ine

駅

の
近
く
）
に
住
ん
で
い
た
。
Ｘ
さ
ん
は
ヤ
ン
ゴ
ン
滞
在
中
、
義
理
の
妹

の
家
に
泊
ま
っ
た
。
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